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新たに「次世代法」に基づく子育て応援企業を認定しました！！

～ 太洋工業株式会社（和歌山県内５社目） ～

次世代認定マーク（愛称：くるみん）

和歌山労働局（局長：神田義宝）では、平成２４年５月１日に「太洋工業株

式会社」（製造業、代表取締役社長：細江美則（和歌山県経営者協会会長））を

「次世代育成支援対策推進法」に基づき、新たに県内５社目の子育て応援企業

として認定しました。

認定に伴い、下記日程により、和歌山労働局長による認定授与式を開催いた

します。

○認定授与式日程

・日時：６月１１日（月）１０：００～（1 時間程度）

・場所：和歌山労働局 ３Ｆ局長室

「認定理由」等については、裏面のとおりです。
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◎ 今回認定された企業と一般事業主行動計画の概要

※一般事業主行動計画とは、社員の仕事と家庭の両立を推進するために、会社が取り組む計画です。

１．認定企業について

○ 企業名：太洋工業株式会社

○ 業種：製造業（電気機械器具製造）

○ 代表取締役社長：細江美則

○ 住所：和歌山市有本６６１番地

○ 社員数：２６０名（男性：１７７名、女性：８３名）

２．太洋工業株式会社の一般事業主行動計画（概要）について

計画期間：平成２０年１１月１日～平成２４年３月３１日（３年５ヶ月間）

目標①：計画期間内に、育児休業等の取得状況を下記以上とする。

男性社員：育児休業または子の看護休暇の取得者１人以上とする。

女性社員：計画期間中の育児休業取得率７０％以上とする。

目標②：所定外労働を削減するため、部門毎にチームを編成し、ノー残業

デーを実施する。

目標③：社員の子が親の働く職場を見学できる「こども参観日」を実施す

る。

目標④：育児短時間勤務の対象社員を「3歳に満たない子を養育する従業員」

から、「小学校就学の始期に達するまでの子を養育する従業員」へ

と拡大する。

太洋工業株式会社では、仕事と家庭の両立、女性活用の推進を目的とし

て社内にプロジェクトチーム（チーム名「Ｗｉｎ－Ｗｉｎ」）を設置してい

ます。このチームを中心に会社一丸となって行動計画に取組みました。

その結果、女性社員の育児休業取得率９０％、「こども参観日」を実施す

る（参加者：親子１７組、合計４２名）等全ての目標を達成し、次世代法

に基づく認定基準を満たし、子育て応援企業に認定されました。

参考資料

・（別添） 次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく「認定制度」について

・ パンフレット「次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画を策定し、くるみん

マーク認定を目指しましょう！！！」

http://wakayama-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/library/wakayama-roudoukyoku/kuruminma-ku.pdf


（別添）

次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく「認定制度」について

事業主は、次世代法に基づく一般事業主行動計画（社員の仕事と家庭の両立を推進

するために会社が策定する取組計画）の策定・届出等を行うことが求められています

（社員数 101人以上の企業については義務、社員数100人以下の企業については努力

義務）。

行動計画に掲げた目標を全て達成する等一定の要件を満たした場合、都道府県労働

局雇用均等室に認定申請をすることで、「子育て応援企業」として厚生労働大臣（都道

府県労働局長に委任）の認定を受けることができます。

認定を受けると、次世代認定マーク「くるみん」を使用することができ、このマー

クを求人広告や名刺、商品等に掲載することで、子育て応援企業として、イメージア

ップ等の効果が期待されます。

また、平成２５年度までに認定を受けると、取得、改築、増改築等した建物につい

て、割増償却を受けられる「くるみん税制」という税制優遇制度があります。

認定要件等の詳細につきましては、添付のパンフレット又は厚生労働省ＨＰ（下記

ＵＲＬ）をご参照下さい。

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/jisedai/index.html

和歌山労働局では、今後も引き続き、社員の仕事と家庭の両立に取り組む企業が増

えるよう、次世代法に基づく取組の推進や認定制度の周知・啓発を行ってまいります。

http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/jisedai/index.html

